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Dear キゼミ
 
 
私を振って、それからいかがお過ごしでしょうか？

君のことです。

思い出すこともなく、大きな欠伸をしながら、お日さまを見て、

大きな口で、美味しそうに塩鯖を食べていることでしょう。

 
君とコンビニデートがしたかった。

何てことなく、冷たくて甘いイチゴミルクを買って、一緒に飲みたかった。

ああ、こうして、筆を持っている間にも、

世界は、黒くなっていく。

君は、離れていても、大きな欠伸をして、悪い顔で、いきがっていてください。

 
単刀直入なラブレターを書きました。

星のどこかで。



奥付

星のどこかで

http://p.booklog.jp/book/105460
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